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宿 根 性 雑 草 ハ マ ス ゲ の 防 除 に 関 す る 基 礎 研 究

-塊 茎の発芽におよぼすEPTCの 影響 (I)-

京都大学農薬研究施設 植 木 邦 和 ・山 末 祐 二

近年, 一年生雑草 の有効適用 な防除法が進展す るに と

もない, 宿根性雑草 の発生が著 し く, そ の効果 的な新除

草剤 の開発 ならびに合理的防除体系 の確立が強 く要望 さ

れてい る。

本研究で と りあげたハマスゲ (Cyperus rotundms L.)

 につ いては, 筆者 ら4,5) が その塊茎 の発芽 と温 度, 水 分

お よび酸素濃度 との関係 な どを明らかに してきたが, こ

れ ら生理, 生態的諸特性, とくに塊茎 の発芽 生理に関 し

ては, いまだ十分究 明されていない。

以上 の点 に鑑み, 本実験 では, ハマスゲの化学的防除

にお いて比較的有望視 されている除 草 剤EPTC (ethyl

 N, N-dipropylthiocarbamate) 1,3) を用 い, 塊茎 の 発 芽

に お よぼす影響 について検討 した。 その結果, 若 干の知

見を得 たので, そ の概要 を報告す る。

1. EPTCに よ る 発 芽 抑 制 効 果 お よび

そ の 消 失

(1) 実験材料 および 方法

供試 したハマスゲ塊茎 は, 京都大学農学部構内の畑状

態 の土 中 より採 取 し, 約1ヵ 月間, 5℃ で低温貯蔵 した

大 きさのほぼ斉一な塊茎 を用 いた。

まず, 塊 茎に対す るEPTCの 発芽抑制効果 につ い て

は, 上 記の塊茎を, 有効成分で0.01, 0.10, 0.50, 1.00

お よび10.0%の 各濃度のEPTC水 溶液に24時 間 浸

漬処 理の後, 30℃, 湿潤瀘紙上に置床 して, 7日 後に発

芽調 査を行ない発芽率を求 め, 発芽抑制 効 果 を検 討 し

た。 さ らに, EPTC処 理 された塊茎200個 体に 対 し,

 処理3ヵ 月後に, TTC検 定に よる生死 の判別 を行 ない,

 生存 率を求めた。

つ ぎに, 発芽抑制効果の消失については, EPTC処 理

5日 後の塊茎に対 し, 現在, 一般 に休眠打破活性物質 と

して知 られて いるethylen chlorohydrin, KSCN, thio-

ureaお よびgibberellin (GA3) な ど6) の水溶液 に24

時間浸漬処理 して, 上記化学物質 とEPTCの 発芽 抑 制

効果 との相互作用を検討 した。

(2) 実験結果お よび考察

EPTCの 発芽抑制効果 は第1図 に示す とお りで あ る 

第1図 に よる と, EPTC処 理 の対照 として, 蒸 留 水 に

24時 間浸漬処理 を行 なつた無処理区が, 98%の 発芽 率

を示す のに対 して, EPTC処 理区 は, 高濃度 になるに と

もない発芽抑制効果 が 顕 著 と な る。 す なわち, 0.01%

 EPTC区 にお いて, 50%の 発芽率 を示すが, 圃 場 施 用

標 準濃度 の0.5% EPTC区 にお い て は, 僅か10%の

発芽をみるに過 ぎず, さらに, 高濃度 の10% EPTC区

においては, 完全に発芽が抑制 されている。

第1図 EPTCが 塊茎にお よぼす発芽抑制効果

つ ぎに, EPTC処 理塊茎 の3ヵ 月後 の生 存 率 を 示 す

と, 第1表 の とお りで あ る。 第1表 に よ る と, 0.5%

 EPTC処 理塊 茎の うちで, 死滅 した ものは10%に 過 ぎ

ず, 残 り生存塊 茎90%の うち, 61%が 未 発 芽, 29%

が発芽塊茎 である。

第1表 EPTC処 理塊茎 の生存率*

注) * 0.5% EPTC処 理3ヵ 月後の塊茎200個体あたりの生存率
を示す。

() の数字は%を 示す。

また, 一般 に休眠打破活性物質 として知 られている化

学 物質がEPTCの 発芽抑制 効果 にお よぼす影響に つ い

て検 討 した結果は, 第2表 に示す とお りである。 第2表

に よると, EPTC処 理後, 上記 化学 物質 無添加 のEPTC-

Control区 で20%の 発芽率が認 められ, 明 らかに発芽

の抑制が継続 され ている。 これ に 対 し て, EPTC処 理

5日 後に, 種 々の化学 物質 処理 を行なつ た 試 験 区 の う
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ち, gibberellin 200お よび1,000ppm区 で, 処 理3

日後に, それぞれ80%お よび70%の 発 芽 率 が 示 さ

れ, 著 しい発芽抑制効果 の消失が認 められ る。 なお, 他

の処理区では, 発芽率が0～30%程 度 で, 顕著 な 発 芽

抑制効果 の消 失が認め られない。

第2表 EPTCの 発芽抑 制効 果の消失

注) * 発芽率は休眠打破処理3日後のものを示す。
** EPTC-Control: 0.5% EPTC処 理
*** EPTC-Water: 蒸留水で処理を行なった休眠打破処理

の対照区

以上の ごとく, EPTCは ハ マスゲ塊茎 の発 芽 を 著 し

く抑制するが, 塊茎 自身を死滅 させ る ことな く, 休眠 状

態を誘起1) す る。 しか し, このEPTC処 理塊茎 の休 眠

は, 外部か らのgibberellin添 加 によつて打 破され る。 

したがつて, EPTCは 塊茎内 のgibberellinの 関 与 す

る代謝系2) に作用す るもの と考 えられる。

2. 呼 吸 活 性 の 変 化 お よび 炭 水 化 物 の消 長

(1) 実験材料お よび方法

EPTCが ハマスゲ塊茎の発芽過程におけ る 呼 吸 活 性

および炭水化物代謝 におよぼす影響 を検 討す るために,

 0.5% EPTCに24時 間浸漬処理 された塊 茎 を, 24時

間ごとに取 り出し, 酸素吸収量 お よび塊茎 内の澱粉, 全

糖, さらに還元糖 を経時 的に測定 した。 なお, 酸素吸収

量の測定 にはWARBURG検 圧計を, また炭 水化物の定

量にはSOMOGYI法 を用 いた。

(2) 実験結果 および 考察

1) 呼吸活性 の変化

EPTC処 理塊茎 におけ る呼吸活性の変化を示 した第2

図による と, 対照 のControl区 にお いては, 処理72時

間後, す なわ ち, 出芽 開始時期 よ り呼吸量は急激に増加 し

はじめ, そ の後引続 いて上昇 している。 しか し, EPTC

処理区においては, 上記 のControl区 に比べて 著 しい

呼吸量 の変化は認 められ ない。 この事実 は, EPTCが ハ

マスゲ塊茎 の発芽 を抑制す る結 果
, 呼吸量の上昇が起 ら

ないもの と考 えられる。 なお, 処理48時 間後 までの呼

吸量の一時的 な低下 は, 塊茎 が浸漬処理に よつて低酸素

濃度条件下 に置床 され たため と考え られ る。

第2図 EPTCが 塊茎 の呼吸活性 にお よぼす影響

第3図 EPTCが 塊茎 の炭水化物 の消長 におよぼ す影響

2) 炭水化物の消長

EPTC処 理塊茎の発芽過程における炭水化物の消長を
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示 した第3図 に よる と, 無処理のControl区 は 置 床 直

後 から, 澱 粉の急激 な分解 がは じま り, その結果, 糖類

の蓄積 が起つてい る。 しか し, 置床72時 間後 よ り, 出

芽 に ともなつて呼吸量が急増す るために, 呼吸基質 であ

る糖類 の消費が行なわれてい る。 これに対 し, EPTC処

理 区の炭水化物の消長は, Control区 とほぼ 同様 の傾 向

を示 してい るが, その程度は緩慢であ り, と くに, 澱粉

の分解が著 し く抑制 されて いる。

この ことは, EPTCが 塊茎 の発芽過程 におけ るamy-

laseな どの炭水化 物分解 酵素 の生合成 を抑 制す る こ と

に起因す るもの と考 えられ る。

以上, ハ マスゲ塊茎 に対す るEPTCの 影響 を総 括 す

る と, (i) EPTCは, 著 しい発芽抑制効果 を示 す が,

 塊茎 自身 を死滅 させる ことな く, 休眠 状 態 を 誘 起 さ せ

る。 (ii) この休眠 は, GA3の 添加に よ つ て 打 破 され

る。 (iii) 塊茎 の発芽過程におけ る呼吸活性 の変 化 お よ

び炭 水化物の消長 は, EPTC処 理に よつ て著 し く緩慢 と

な る。 これ ら (i)～(iii) の実験結果 とJ. E. VARNER

らのgibberellinの 作用機作 につ いての報告2) とをあわ

せ考えれば, 本実験 の範囲ではEPTCの 一つの 作 用機

作 として, gibberellinの 生合成 阻害 が推 察 され る。 今

後, この点を, さらに明らかに し, ハマスゲの化学的防

除法確立 の基礎資料 とす る必要が ある。

3. 摘 要

(1) 本研究 は, 宿根性雑草 ハマスゲの防除 に関す る

基 礎 研 究 の 一 環 と し て, ハ マ ス ゲ 塊 茎 の 発 芽 に 対 す る 除

草 剤EPTCの 作 用 性 を 明 ら か に し よ う と し た も の で あ

る 。

(2) EPTCは 塊 茎 に 対 し て 著 し い 発 芽 抑 制 効 果 を 示

す が, 塊 茎 自 身 を 死 滅 さ せ る こ と な く, 休 眠 状 態 を 誘 起

さ せ, ま た, こ の 休 眠 は, GA3の 添 加 に よ つ て 打 破 で

き る 。

(3) 塊 茎 の 発 芽 過 程 に お け る 呼 吸 活 性 の 変 化 お よ び

炭 水 化 物 の 消 長 は, EPTCを 処 理 す る こ と に よ つ て, 著

し く 緩 慢 と な る 。

(4) ハ マ ス ゲ 塊 茎 に 対 す るEPTCの 作 用 機 作 の 一

つ と し て, 発 芽 過 程 に お け るgibberellin生 合 成 阻 害 が

考 え ら れ る 。
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Studies on Control of Nutsedge, Cyperus rotundus L., 

a Perennial weed in Upland Fields

Kunikazu UEKI and Yuji YAMASUE

Pesticide Research Institute, College of Agriculture, Kyoto University, Sakyo-ku, Kyoto

Summary

Nutsedge, Cyperus rotundus L., is one of the most serious perennial weeds in upland fields of 

Japan, and EPTC (ethyl N, N-dipropylthiocarbamate) has been found to be effective to the control of 
this weed.

This experiment is undertaken to obtain some informations about effects of EPIC on nutsedge 

tuber germination.

The results obtained are as follows :

(1) EPTC remarkably inhibited the germination without killing the tubers and induced, so call-

ed, dormant state.

(2) The dormancy induced by EPTC was broken when the tubers were immersed into gibbere-
llin (GA3) solution.

(3) No obvious changes were observed in contents of carbohydrates and also in O2-consumption 
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during the germination stages.

It appears, therefore, that a mode of action of EPTC is the inhibition of GA3 synthesis.
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